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 令和２年度定時総会議事録 

 

公益社団法人日本ホッケー協会 

 

Ⅰ．日 時 令和 2年 8月 1日（土曜日）午後１時～午後２時 

 

Ⅱ．場 所 JAPAN SPORT OLYMPIC SQUARE 14F 

 

Ⅲ．総会開会 

出席理事：中曽根弘文、内藤貴詞、中村康夫、安西浩哉、寺本祐治、宮野正

喜、瀧上正志、千野雅人、伊吹洋二、石川伸男、宮田知、 

     井上雄介、 

出席監事：田中 誠、 

   

１．開会宣言 

  午後１時００分、中村事務局長が総会開会を宣言した。 

 

２．開会のご挨拶  中曽根会長 

  東京 2020 オリンピックが 1 年延期となりました。新型コロナウィルス感

染拡大が続いて大変な状況ですが、選手には来年のオリンピック出場を目

指して頑張って欲しい。我々はオリンピックに向け、さらなる体制強化を

図りたい。本日は十分なご審議をお願いしたい。 

 

３．定足数の発表  内藤副会長 

正会員（社員）数 １０４名、本日出席数 ９７名 

   本人出席 ２２名、委任状 １２名、議決権行使書 ６３名 

   欠席 ７名 

正会員の過半数の出席を得て定款第１７条に基づき会は成立したと発表。 

 

４．議長選出 

  奈良県の田中 剛志正会員から群馬県の中曽根弘文正会員の推薦があり、 

他の候補の推薦もなく満場一致で群馬県の中曽根弘文正会員が定款第１

５条に基づき選出された。 
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５．議事録作成人と議事録署名人の指名 

   議長は議事録作成人に梅本勝利ＪＨＡ事務局次長を、議事録署名人に 

   富山県の新井健史正会員と東京都の正田実正会員を指名した。 

    

６．審議事項 

 

（１）第 1 号議案 令和元年度事業報告の件 

①議長が事務局に説明を求めた。 

瀧上総務委員長が配布されている資料に基づき説明を行なった。 

②議長は質疑を呼びかけたが質問はなく、承認を求めたところ、異議なく承 

認された。 

 

 （２）第２号議案 令和元年度決算報告の件 

①議長が事務局に説明を求めた。 

   井上財務委員長が配布されている資料に基づき説明を行なった。 

 ②議長は質疑を呼びかけたが質問はなく、承認を求めたところ、異議なく承 

認された。 

 

（３）第３号議案 理事選任の件 

   理事全員の任期満了に伴い、新たに理事を選任する提案がなされた。 

① 議長が事務局に説明を求めた。 

内藤副会長が配布されている資料に基づき、昨年 12 月に都道府県ホッケ

ー協会をはじめとする関係団体等に理事候補の人選をお願いし、推薦のあ

った候補について役員候補選考委員会で審議し、理事会の承認を経て、理

事候補２３名が指名され、この総会で決議される旨の説明を行った。選考

委員は中曽根会長、間野理事、飛田正会員（富山）、西田正会員（岩手）、

辻村正会員（滋賀）の５名。 

役員候補選考委員会は新型コロナウィルス感染拡大の影響で、中曽根会長

より各委員に意見を確認する形式で行われた旨、報告された。 

② 議長が指名された理事候補者の可否を諮ったところ、賛成多数により、

下記の通り可決確定した。 

 

理事候補 中曽根 弘文（※） 重任 

同     内藤 貴詞 （※） 重任 

同    中村 康夫  （※） 重任 

同    寺本 祐治  （※） 重任 
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同    安西 浩哉  （※） 重任 

同     瀧上 正志  （※） 重任 

同     伊吹 洋二  （※） 重任 

同     平尾  豊          重任 

同    宮野 正喜  （※） 重任 

同     千野 雅人  （※） 重任 

同     石川  伸男  （※） 重任 

同     宮田  知    （※） 重任 

同     井上  雄介  （※） 重任 

同     中村  真理         重任 

同     濵田 清二         重任 

同     今庄 充世         重任 

同     馬場  治男         重任 

同     間野 義之         重任 

同     渡辺  健一         重任 

同     矢野  茂樹         重任 

同     埴岡 隆          重任 

同     大久保  文義       重任 

同     奥田  竜子        重任 

 

なお、出席している被選任者（※）は、席上その就任を承諾した。 

 

 （４）第４号議案  名誉会長選任の件 

   議長が事務局に説明を求めた。 

   内藤副会長が配布された資料により、元会長吉田大士氏の推薦された理

由について、平成 14 年～平成 26 年の 13 年間の永年にわたり日本ホッケ

ー協会に貢献されたことについて説明を行なった。 

      任期は令和 2年度定時総会議決後、令和 4年度定時総会までの 2年。 

   議長は質疑を呼びかけたが質問はなく、承認を求めたところ賛成多数に 

より可決された。 

 

７．報告事項 

 

（１） 令和2年度日本ホッケー協会事業計画及び当初予算について瀧上総務委 

員長が配布された資料に基づき報告した。 
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（２） 東京 2020 オリンピックに向けて安西強化本部長が配布された資料に基 

    づき、①サムライジャパン・さくらジャパンの 2019 年度活動実績、②オ 

   リンピックのスケジュールの 2点を中心に報告した。 

 

（３）Japan Hockey Road to 2030（JHA 中長期プラン）について、内藤副会長 

   と坂本事務局長から配布資料により詳細な説明がなされた。 

     

 

８．その他 

  

  真前常務理事から退任にあたっての挨拶がなされた。 

  

議長は以上をもって本日の議事を終了した旨を述べ、午後２時に閉会を宣 

した。 

 


